
先生向け提案書 01 　キャリア教育コーディネートの支援例

職場体験の学びを次の授業へつなぐ提案書
対象の例：中学校の職場体験・地域での体験学習。既存の事前学習・体験記録・振り返りを生かします。

育てたい姿の例　仕事の役割や工夫と自分の関心を結び付け、今の学習で育てたい力や次の取組を考えられる。
学校のねらいに合わせて必要な場面を選びます。使う時間は、既存の授業計画の中で先生と調整します。

関連する基礎的・汎用的能力　人間関係形成・社会形成能力／自己理解・自己管理能力／課題対応能力／キャリアプランニング能力
重点は学校の目標に沿って選び、生徒の言葉や行動、今ある記録から学びを確かめます。

今ある場面 生徒に確かめる問いの例 私が準備・整理するものの例 先生が確認すること

体験前
事前学習

「この仕事について、何を知りたい？」
関心から確かめたいことを一つ選ぶ。

既存ワークシートの問いの整理案。
受入先へ伝えるねらい・質問・当日の流れ。

ねらい、質問の適切さ、
参加への配慮、安全。

体験中
今の記録

「誰のために、どんな工夫をしていた？」
実際に見聞きした場面を短く残す。

観察や聞き取りの視点。
学校と合意した連絡・運営の補助。

活動の実施、指導、
当日の判断と対応。

体験後
今の振り返り

「体験前の問いに、どんな答えが見つかった？」
確かめた事実と、残った疑問を比べる。

事前と事後の記録を比べる授業案。
気づきを次の問いへつなぐ整理案。

生徒の言葉や行動を基に
指導・評価を行う。

次の学習
教科・学級活動
等

「次に何を、どこで確かめる？」
次に確かめることや試すことを選ぶ。

次の授業に使う教材・問いの案。
必要な記録の整理と次回の改善案。

次の学習先と時期、
記録の扱いを決める。

具体例と、今ある記録で学びを確かめる方法
架空の例：お店で、表示や説明の工夫に気づいた場合
「相手に伝わる説明に必要な力」を考え、今の教科学習や発表準備につなぐ。単元目標に合わせて先生
が選びます。

体験前の問い、見聞きした事実、考えの変化や次の疑問を比べます。口頭や選択式も使い、一人ひとり
のよさや進歩を確かめます。既存の学級活動で対話し、次の取組を選びます。

実施前の確認と、次の授業への改善
学校が教育の方針・ねらい・指導・評価・実施を決定します。私は、合意した教材準備・受入先調整・運営・記録整理を分担し、学校の見取りを支えます。

費用と範囲、校内・設置者の必要な手続、移動・引率・保険・緊急連絡・中止条件、個別配慮、個人情報・撮影・公開の扱いを事前に確認します。

生徒の学びを基に、問いかけや教材、指導計画の改善も学校と振り返ります。本資料は授業支援の提案例です。

相談の入口　「中 2・職場体験の振り返りを相談したいです」の一文から。
初回 30分無料。その後は支援範囲と費用を確認し、お見積もりします。訪問：福島県と近隣県。

吉田正之　キャリア教育案内人　 2026 年 10 月 14 日更新　 A3横・ 1枚

学校・先生向け相談フォーム
toi.manabi@gmail.com

参照：文部科学省「中学校・高等学校キャリア教育の手引き」（2023年3月）第1・2章。問い・分担は吉田正之の提案です。
参照：文部科学省「キャリア・パスポートQ&A」（2022年3月改訂）問2・3・10。既存記録、対話と次の学習への活用。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfSqR7GchR_rm6kelc5P5AEdZclb7U20SqXqWvbC0sPuYGGXg/viewform
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